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ー 「科学技術創造立国」を目指して －
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一方で、日本から世界へという流れだけでなく、世界から日本に、優れた企業や人を集め、日本をもう一度成長セン
ターにしていく気概も必要です。
優れた人たちは、今、日本で能力を発揮したいと考えるでしょうか。
日本での研究環境に満足できない研究者たちが、海外にどんどん流出しています。
「世界で最もイノベーションに適した国」を創り上げます。総合科学技術会議が、その司令塔です。大胆な規制改革を含
め、世界中の研究者が日本に集まるような環境を整備します。

＜第１８３回国会 安倍内閣総理大臣施政方針演説＞（平成２５年２月２８日）

第２章 強い日本、強い経済、豊かで安全・安心な生活の実現

１．「日本再興戦略」の基本設計

（１）生産性の向上を生む科学技術イノベーションなどの基
盤強化（日本産業再興プラン）

③科学技術イノベーションの促進等

・・・また、基礎研究を含めた科学技術イノベーションを担
う人材の育成は、我が国の発展の礎であり、多様な場で
活躍できる人材、独創的で優れた研究者の養成を進める
ことが必要である。・・・

＜経済財政運営と改革の基本方針＞
（平成２５年６月１４日閣議決定）

２．未来への飛躍を実現する人材の養成

基本施策１５

大学院の機能強化等による卓越した教育研究拠点の
形成、大学等の研究力強化の促進

【主な取組】

１５－１ 独創的で優秀な研究者等の養成

・・・人材の流動化を図りつつ、博士人材の多様なキャリ
アパスを切り拓くための産学協働の取組を進める。・・・

＜第２期教育振興基本計画＞
（平成２５年６月１４日閣議決定）

博士人材のキャリアパス多様化等に関する計画・提言等
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「科学技術創造立国」を目指し、
科学技術の振興を強力に推進していくためには

経済成長の種となる科学技術イノベーションを強力に推進するためには、
高付加価値を生み出す優秀な人材が不可欠である。

1.5万人ポストドクター

（うち理系1.3万人）

博士課程

（うち理系 4.9万人）

修士課程 16.9万人
（うち理系 10.5万人）

学部 256.1万人

（うち理系 83.0万人）

7.4万人

科学技術イノベーション

天然資源等に乏しい我が国が、持続的な成長を

遂げるとともに、地球規模の問題解決等先導的

役割を担っていくためには、優れた人材を育成・

確保していくことが極めて重要

ポストドクターが、科学技術を下支えし、
エンジンとして活動している
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博士号取得後、大学、公的研究機関の教授、准教授などの研究主宰者（PI）を目指し
て、多様な研究に従事して研究能力を高め、自らのキャリアパスを見極める段階に
ある、任期付で雇用される若手の博士研究員。

（文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課（ ７/18名古屋大学シンポジウム資料より））

国立大学法人

7,701人

50.6%

公立大学

324人

2.1%

私立大学

2,118人

13.9%

大学共同利用機関

623人

4.1%

研究開発法人

［独法］

4,079人

26.8%

国立試験研究機関

249人

1.6%

公設試験研究機関

126人

0.8%

【全体：15,220人】

大学

10,766人

70.7%

ポストドクターの総数は、15,220人（平成21年11月在籍者） 現在は、約 17,000人？

統計に出てこない無所属等の「シャドー（隠れ）ポスドク」を入れると、20,000人以上と言われている

出典：「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査 －大学・公的研究機関への全数調査（2009年度実績）－ 」（平成23年12月、科学技術政策研究所）
「ポストドクター等の雇用状況・博士課程在籍者への経済的支援状況調査－2007年度・2008年度実績－」(平成22年4月、科学技術政策研究所)

29歳以下
25%

30～34歳
42%

35～39歳
20%

40歳

以上
13%

ポストドクターとは

在籍機関別ポストドクター在籍者数 年齢構成と年齢割合
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平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

35歳以上の割合 25.7 28.1 29.1 30.7 32.5

40歳以上の割合 9.3 10.3 10.4 12 13.1
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ポストドクターの現状 ①

企業等の研究者の分野別構成比

理学
84,702人

15.8%

工学
411,353人

77.0%

農学, 15,370
人 , 2.9%

保健, 15,575
人 , 2.9%

人文・社会科
学, 7,568人 ,

1.4%

総数534,568人
（平成22年3月31日現在）

ポストドクターの分野別構成比

研究分野は、理学が最も多く31％を占め、工学の28%が次いでいる。

一方、企業等の研究者は、工学が77％と大半を占めている。

企業等の研究者のうち、
博士号取得者の割合は
4.2%

出典： 「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査 －大学・公的研究機関への全数調査（2009年度実績）－」（平成23年12月、科学技術政策研究所））

「科学技術研究調査報告」（平成22年度 総務省統計局） 5

理学

4,754人

31.2%

工学

4,267人

28.0%
農学

1,641人

10.8%

保健

2,107人

13.8%

人文・社会科

学

2,133人

14.0%

その他の分野

264人
1.7%

分野不明

54人

0.4%

【全体：15,220人】



ポストドクターの現状 ②

職種変更 26％
アカデミック 8％
企業等 5％

その他 1％

不明 12％

博士課程学生 32％

その他
198人

不明
1,781人

他の機関・他の研究室・雇用財源でポスドク等
2,122人

大学教員
1,239人

ポスドク等・大学教員
以外の研究開発職

629人

非研究開発職
151人

ポストドクター
15,220人

同一機関で同一の状態で
ポスドク等を継続

91,000 人

ポストドクター等 5,122人

大学教員
1,067人

ポスドク等・大学教員
以外の研究開発職

1,859人
非研究開発職

536人

その他
392人

不明
1,253人

自機関の博士課程学生 2,706人

他機関の博士課程学生 2,127人

ポスドク 34％

その他 34％

ポスドク 74 ％

（注）2009年11月に在籍していたポストドクターについて、前職および
2010年4月1日までの職種の継続又は変更状況をみたデータ

シャドーポスドク？

出典：「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査 －大学・公的研究機関への全数調査（2009年度実績）－ 」（平成23年12月、科学技術政策研究所）

ポストドクターのうち、３／４はポストドクターを継続。
大学へは8％、産業界へは5％が就職。
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出典：「我が国の博士課程修了者の進路動向調査」（平成21年3月、科学技術政策研究所）および、名古屋大学における推測を含む

博士課程
修了者

約15,000人

公的な
研究機関大学

医師等
約2,600名

16%
約2,400名

同大学
ポスドク

他大学
ポスドク

29%
約4,400名

企業・
リサーチ

約2,900名

企業・
ノンリサーチ
約1,050名

教員・
公務員 等
約180名

28%

その他
約1,500名

博士後期課程修了直後の就職状況（2002-2006 年度修了者全体）

博士後期課程修了後のキャリアパス

博士後期課程修了後、ポスドクに進むのは、約30％。
ほぼ同じ数の修了者が、産業界等にも就職している。
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ポストドクターの現状 ③

ポスドクの滞留は、日本の損失！ 博士を一人育てるのに、税金が一億円かかっている！

2万人 × 一億円 ⇒ 二兆円の損失？

（PNE vol.52, p1035）

32% 26% 22% 19%
7% 5%

12%

24%

14%
29%

18%
28% 36%

39%
6%

5%

11%
9%

10%

20%

5%

12%

27%

44%

22%

42%
51% 51%

37%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

理学

(n=501)
農学

(n=354)
工学

(n=479)
保健

(n=315)
人文

(n=109)
社会

(n=88)
その他

(n=57)

不明

その他

専門知識を有する職

医師、歯科医師、獣医

師、薬剤師
その他研究開発関連職

大学教員（その他）

大学教員（専任）

ポストドクター

博士課程修了直後にポストドクターとなった者の5年後の状況

理学・農学においては、ポストドクターとなって５年経
過しても、約３割がポストドクターに留まっている。

理
系
大
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Of all the countries in which to graduate with a science PhD, Japan is 
arguably one of the worst.  Everyone tends to look at the future of 
the PhD labor market very pessimistically. 

出典：「我が国の博士課程修了者の進路動向調査報告書」（平成21年3月、科学技術政策研究所

(Nature, 2011年4月21日号）



ポストドクターの現状 ③

人口に対する博士号取得者は、主要国と比較しても少ない

（出典）博士号取得者数については，文部科学省「教育指標の国際比較」（平成20，21年版）、及び人口については， OECD“MainScienceand Technology Indicators Vol 2009/2”

(Nature, 2011年4月21日号）

ドイツでは、理系博士課程修了者の中で最終的に大学での常勤職に就く者は6％に満たず、
産業界で研究職に就く者が大部分。

主要国における人口100万人当たりの博士号取得者数

9
ドイツでは、必然的に産業界で活躍する博士が増加
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出典：平成19年度民間企業の研究活動に関する調査報告 2009年1月 文部科学省 有効回答数：924社

就職四季報2012年版、東洋経済新報社

平成21年度、22年度、23年度大学等卒業予定者の就職内定状況調査 厚生労働省

博士人材の産業界へのキャリアパス
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2009 2010 2011

電気通信

機械材料

食品・医薬

品
化学

サービスそ

の他

民間企業の研究開発者（経歴別）の採用実績【平成１５～１９年】

有名企業の博士後期課程修了者採用実績

633名 391名 307名

総計

就職四季報に載っている
6000社のうち博士後期課

程修了者の採用実績があ
る企業は、276社。

博士

大学生

32.4万名 33.7万名 32.7万名

大学生新卒就職者数

民間企業における博士人材の採用実績は低い。

企業の新卒採用数に大きな変化がない中、四季報
に掲載されている企業6000社の博士採用は、半数
に減少！



テニュアトラック制により、選ばれた若手研究者が研究に専念できる環境を整備し、国と
して優秀な若手研究者層の構築を支援

俯瞰力と独創力を備え，広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーを養成するため、国内

外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前

期・後期一貫した学位プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的改革を支援。

養成すべき人材像、取り組むテーマが明確な、博士課程の学位プログラムを構築しようとする構想

を、「オールラウンド型」「複合領域型」「オンリーワン型」の類型で最大７年間支援。

博士人材の育成とキャリア支援

グローバル化社会に適した大学院教育へ

博士課程教育リーディングプログラム

テニュアトラック普及・定着事業

若手研究者が自立的に研究できる環境整備

ポストドクターを対象に、大学教員や独立行政法人研究機関の研究者以外に国内外に
おいて多様なキャリアパスが確保できるよう、キャリア開発を組織的に支援するシステ
ムを構築する取組に対し支援する。

ポストドクター・キャリア開発事業

ポストドクターのキャリア開発の支援を一層推進

大学における博士人材に対する教育・キャリア支援は、始まっている！

平成25年度予算額：1,359百万円
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静岡大学と連携して、全分野のポスド
クを対象に、長期インターンシップ実施

また、リーディングプロジェクトと連携し
て、大学院のキャリア教育・支援を実施

社会貢献若手人材育成プログラム
理系の博士課程後期・ポスドクを対象に、
企業への長期インターンシップとキャリア
支援の実施

ノンリサーチ・キャリアパス支援事業
産学連携・知的財産・国際連携等、
ノンリサーチ分野へのキャリア支援
を実施

博士に対するキャリア支援事業の変遷
（名古屋大学の場合）

H18年度 H20年度

H24年度

H28年度

12



13

博士人材に対するキャリア支援体制



名古屋大学のキャリア支援と教育 ①

名古屋大学に限定せず、全国のポスドク・博士課程の学生を支援

個別面談を中心としたパーソナルケアの実施

登録時から就職するまでの平均期間は、1年2ヶ月
最長5年7ヶ月の人も・・・・

0ヶ月 1ヶ月 6～9ヶ月 14 ヶ月

ポ
ス
ド
ク
・博
士
課
程
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名古屋大学のキャリア支援と教育 ②

・ 大学院におけるキャリア教育

・ ポートフォリオの構築

・ キャリア支援の充実

教員の意識改革につながると・・・・・・・
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名古屋大学の博士後期課程修了者の就職状況 （自然科学系）

就
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率
が
20
％
以
上
ア
ッ
プ
！

有名企業の博士後期課程修了者採用実績
（四季報2012より）

名大理系博士の就職率

博士の新卒採用が減少傾向
にあるが、名大の就職率は、
UPしている。



博士人材のキャリアパス例と産学が連携した人材育成

生命農学研究科 植物生産化学

工学研究科 計算理工学専攻

理学研究科 物質理学専攻

環境学研究科 都市環境学専攻
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ポスド ク
継続

210 名
ポスド ク
482 名

ポスド ク
継続

258 名
ポスド ク
503 名

博士課程
修了者
497 名

博士課程
修了者
524 名

企業・
リサーチ

企業・
ノンリサーチ 公務員 その他

名古屋大学
ポスドク
139名

他大学
ポスドク

3名

公的な
研究機関

6名

アカデミック
17名

58名 35名 20名

65名9名 1名 5名

73名

名古屋大学
ポスドク

66名

公的な
研究機関

24名

アカデミック
66名

医者等
専門的職業

126名

他大学
ポスドク

29名

企業・
リサーチ

企業・
ノンリサーチ

公務員 その他

名古屋大学
ポスドク
160名

他大学
ポスドク

21名

公的な
研究機関

5名

アカデミック
22名

63名 26名 28名

49名5名 7名 3名

102名

名古屋大学
ポスドク

70名

公 的な
研究機関

34名

アカデミック
59名

医者等
専門的職業

112名

他大学
ポスドク

30名

平成21年度 平成22年度

名古屋大学の博士後期課程・ポスドクのキャリアパスの現状

18%

19%
22%

18%

19%

23%

3% 3%

6% 5%
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東京工業大学

千葉大学

北海道大学

筑波大学

東京農工大学
早稲田大学

お茶の水女子大学
慶應義塾大学

東京海洋大学
東京大学
横浜国立大学
横浜市立大学

大阪府立大学
奈良女子大学

大阪大学
大阪市立大学

三重大学

名古屋大学
岐阜大学

静岡大学

九州大学
熊本大学

岡山大学

広島大学

神戸大学
兵庫県立大学

京都大学
立命館大学

福井大学

金沢大学
北陸先端科学技術大学院大学

群馬大学
新潟大学

東北大学

信州大学

宇都宮大学

平成２４年度終了

平成２５年度終了

平成２６年度終了

平成２８年度終了

平成２７年度終了
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「ポストドクター・キャリア開発事業」選定機関一覧
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博士人材のキャリアパス多様化等に関する計画・提言等 ②

１．若手、女性、外国人の積極的登用

（１）若手研究者等の活躍の場の創出と独立促進

③ 優れた若手、女性、外国人が、労働力とすて使われるのではなく、研究を自ら主導する、

“Labor から Leader へ”施策を推進するためのファンディング等の推進

⑥ 大学院生や若手研究者の広いキャリアパス開拓のための取組の推進

（３）研究に打ち込める環境の整備

② 研究者が高度な研究を実施する上で不可欠な環境整備等のため、研究基盤を支える人

材の育成、確保のための取組の促進や、外部連携も含めたこれらの人材のキャリアパス

の確立

３．世界最高水準の運営や人材育成システムを目指した改革

（２）研究人材育成システムの改革

① 厳しい国際競争の中、我が国が目指す高付加価値を創造する社会構造の樹 立のための、

優れた研究人材の育成が不可欠。博士課程修了者の質的向上 と量的拡大、博士課程修

了者の社会的価値の向上、・・・・・・・・・、優秀な人材 が博士課程を目指し、高付加価値を

創造する人材育成のための魅力ある環境の整備

＜我が国の研究開発力の抜本的強化のための基本方針（案）＞より抜粋
（科学技術・学術審議会総会 平成２５年４月２２日）


